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くてはならない仕事です。 必ず、 好循環すること

に違いありません。

　ただし仕事の流れにおいては、 川下の仕事なの

で、 料金交渉も苦戦しながら続けております。 時

間は掛かりますが、 必ず運賃は上がり、 皆さんの

給与にも反映できると思っています。

　大きな流れとしましては、 労働時間の上限規制

が入り、今まで行っていた運行が出来なくなること。

例えば 3 便運行していたものが、 2 便しか出来な

くなり、 1 便が不足する。

　こうした流れで、 輸送手段が不足することにより、

輸送量がひっ迫するといったものです。 なにも対

策を講じなければ、 2030 年には 34％もの輸送

力が不足すると言われています。

　これは、 日本経済においても大打撃になり得る

ことです。 そこでお客様の需要が高まり、 供給す

る私たちの輸送コストが値上がりするという仕組み

です。

　2024 年問題はスタートしたばかりですので、 ま

だお客様も様子を探っており、 交渉は難航してお

ります。 しかし、 法律で決まったことです。 今年

の中間期 （9 月） や年末 （12 月）、 更には年度

末 （3 月） には、 必ず運賃の値上げが起こり、

更に年を追うごとに、 段階的な値上げになると思

います。

　「安全 ・ 品質」 が高い事業者からその優先順位

が高まります。 よって、 私達も選ばれる事業者と

なれるように、 全社員を上げて努力をしていきた

いと思いますので、 ご協力をお願い致します。

代表取締役　清水 英次

　皆と共に悦び合えることを目指して

　 皆さん毎日の作業お疲れ様です。

　この度、 会長の葬儀の際には、 皆様の暖かい

お心遣いを頂戴致しまして、 誠に有難うございまし

た。 また、 受付や駐車場の案内、 お客様の案内

のご協力を賜り、 心から感謝申し上げます。

　さて、 4 月になり新事業会計年度に入りました。

新しい気分で、 良いスタートを切って行きましょう。

　今年度は、 新中期経営計画のスタートの年でも

あります。 新たにグループの経営を伸ばし、 増員

することを目標にしております。

　そして、 この会社の経営理念でもある 「皆と共に

悦び合う」 ことを目標に、 生活の糧である所得の

増加、 労働時間の短縮も掲げております。

　その為に事務所の皆さんは、 「経費改善、 営業

交渉を行い収入改善、 新規顧客の開発」 に取組

むこと。 現場の皆さんは 「経費改善、 品質、 安

全の向上」 を目指して頂きます。

　成功してきたことは、 ブラッシュアップをして更に

効率が上がるように。 上手くいかなかったこと、 結

果の出なかったことは、 やり方を変え、 結果が残

るように工夫することです。

　今までの事に捉われず、 新しい一歩を踏み出し

て、 成功するためにどうするかを一緒に考えて下さ

い。

　2024 年問題は、 暗い問題の様に思いますが、

政府の後押しもあり、 今がチャンスと捉える方が良

いと思います。 私たちの仕事は、 社会にとって無
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６
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ま
た
、
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く
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。

　

安
全
カ
レ
ン
ダ
ー

　

本
社
と
富
士
見
倉
庫
に
提
示
し
て
あ
り
ま

す
。
無
事
故
の
緑
で
埋
め
ら
れ
る
様
、
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

健康保険料について

　今月 4 月 25 日支給分より健康保険料が変更となっており
ます。ご確認頂き不明な点などございましたら、各事業所の
所長までお問合せ頂きますようお願い致します。

変更内容 

 令和 6 年度協会けんぽの健康保険料率  
 及び介護保険料率の改定(3月分より適用)

 健康保険料率：9.82％→9.78％
 介護保険料率：1.82％→1.60％


